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の現状と展望
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はじめに

日本と中国との貿易において、薬種は古くから重要な商品で、あった。日

本では遣惰使や遣唐使の時代から、中国薬種の渡来に関する記事が多数残

されている。特に江戸時代には、長崎貿易を通じた薬種の輸出入が質量と

もに増加し、 18世紀以降は幕府の長崎貿易に対する規制が強化されるなか

で、 日中貿易における薬種の比率は次第に高まっていった。

江戸幕府は中国薬種を大量に輸入する一方で、圏内における薬種生産の

拡大も図っていた。とりわけ徳川吉宗（在位1716～1745年［享保元～延享

2］）の治世には、各地における薬園の設立、和産薬種の調査、輸入薬種の

国産化などが促進され、日本における薬種栽培が大きく発展することにな

った。江戸中期以降の薬種輸入に関する調査資料によると、輸入薬種の種

類は時代が下るにつれて減少しており、 1735～1764年（享保20～明和元）

の30年間では172種であったが、 1804～1833年（享和3～天保4）の30年間で

は101種となっている。このことは日本における薬種国産化が、一定の成

功を収めたことを示している ω。さらに薬種国産化の成功により、 18世紀

末になると、人参を始めとする日本産薬種が、清朝に逆輸出されるように

なっていった ω。そして明治時代に入ると、さまざまな勧農・貿易政策の

結果として、日本産薬種の対中輸出はさらに拡大していった。つまり、日

中間の薬種貿易史において、 18世紀から19世紀にかけての時期は、日本に

おける薬種の輸入代替生産が成長し、その逆輸出も始まった重要な転換期

だったので、ある。

日中間の薬種貿易史については、池田五郎・清水藤太郎・吉田甚吉など

が通史的に叙述しており（3）、近世における薬種貿易の転換についても論じ

られているが、おおむね概説にとどまる。また近年では、近世における薬

種の輸入や、その国内市場での流通を考察した研究も増えているが、江戸

時代から明治時代にかけての、薬種貿易の転換を長期的に論じた研究はき

わめて乏しい。このため本稿では、江戸期における薬種貿易の動向だけで
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はなく、明治期にいたる薬種貿易の動向にも視野を広げ、 17世紀から19世

紀にかけての日中薬種貿易に関する研究史を整理し、今後の研究課題を提

示することにしたい。

近世・近代の日中薬種貿易は、貿易史・薬業史・医学史・薬学史などの

さまざまな分野に関連し、それぞれの分野において多くの研究成果が発表

されている。ただしこれらの研究を網羅的に紹介することは困難であり、

本稿では特に日本における薬種輸入とその流通、薬種の国産化と輸出とい

うテーマを中心に、論点を整理して関連する諸研究を紹介することにする。

近世における海外薬種の輸入状況について

近世日本の海外貿易については、いうまでもなく膨大な論著があり、な

かには薬種貿易について論及したものも少なくないが、特に薬種の輸入状

況を全面的に検討した研究として、孫緋の論考をあげることができる ω。

孫緋は近世における薬種貿易に関するデータを整理して、輸入薬種の数量

・品目・船運について分析し、薬種は中国・オランダ・朝鮮の三国から輸

入されたが、特に中国からの輸入品が大部分を占めたことを明らかにした。

ただし孫緋は、もっぱら海外産薬種の輸入状況を考察の対象とし、日本産

薬種の海外輸出については論及していない。

このほかにも長崎唐人貿易に関連して、中国産薬種の輸入について論じ

た研究は多い。周知のように、長崎唐船貿易における輸入品については、

永積洋子氏により全体的な数量分析がなされており、その中で薬種貿易の

動向も明らかにされている（日。また中村質も、長崎における「唐物」の輸

入と流通について論じ、特に文化（1804～1818）年間に来航した唐船「永茂

号j について、長崎会所での仕入値と落札値、および大坂相場の変動を検

証し、さらに長崎から大坂まで、の流通ルートや価格変化についても論じて

いる ω。山脇悌二郎も、長崎唐人貿易に関する専著において、薬種を含め

た主要貿易品の数量及び変動傾向などを簡潔に説明した（7）。また山脇には、

近世日本の医薬文化に関する専著もあり、その中には長崎貿易による輸入

薬種についても論及している。山脇の論述は当時の社会環境・医薬文化・

流行病などと関連して考察しており、貿易品の数量分析や、貿易政策との

関連にとどまらず、近世日本における医薬文化の受容について総合的に考

察した、注目すべき成果といえよう（的。

また長崎貿易により輸入された薬種の、日本国内における流通や消費に

ついても多くの研究があるが、特に宮下三郎は、いくつかの輸入薬種につ

いて、その輸出入の実態を論じるとともに、国内市場での流通や、国産化
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の過程などについても、総体的に検討を加えている ω。宮下は漢方や蘭学

の文献も参照して、これらの薬種の海外での生産や利用状況にも目を配っ

て、医薬品の使用を貿易動向と関連づけて論じたのである。ただし宮下の

論考は、数種類の薬種に関する個別研究からなっており、薬種輸出入の全

体像について体系的に考察することは、今後の研究の課題であろう。

さらに長崎以外のノレートによる薬種輸入については、熟美保子が近世後

期の薩摩藩における、琉球を通じた薬苗・薬種の調達や、同藩の薬種国産

化の動向を、特に丁子に焦点を当てて論じている（川o 熟は19世紀に入っ

て、日本への丁子輸入量が大幅に増加したことを示し、また、薩摩藩が丁

子の原木を入手して、「製薬方」のもとで、藩内におけるその生産を進め

たことを明らかにした。このように近世後期には、長崎貿易の他に、幕府

の統制の及ばない、琉球経由の薬種輸入ノレートも成長しつつあったのであ

る。

なお、近世日本における薬種貿易については、日中貿易以外にも、日蘭

・日朝貿易に関連した論考も少なくない。ここでは特に代表的な成果だけ

をあげておこう。まず日蘭貿易については、ミヒェル・ヴォルフガングが

日蘭の医薬文化交流史の一環として、オランダ商人による薬種輸入や、オ

ランダ東インド会社による日本市場向けの薬苗・薬種の注文について論及

している（I九また日朝貿易については、田代和生が対馬藩を通じた朝鮮

人参の輸入と、日本国内で、の流通について数量分析を行い、幕府から対馬

藩に下付された資金により、日朝貿易が維持されていたことを明らかにし

た ω。

以上紹介したように、近世日本の薬種貿易については、実証的な研究が

進められ、その概要が明らかにされている。ただし生糸や砂糖などの主要

輸入品とくらべると、薬種貿易に関する研究はなお十分とはいえない。特

に近世中後期には、日中貿易における輸入薬種の比重は増大する傾向にあ

り、この時期の薬種貿易については、より詳細で包括的な研究が必要であ

ろう。また江戸期から明治期にかけての、薬種貿易の動向を長期的に論じ

た研究も乏しく、その聞の変動ないし連続性も、十分に解明されていない。

江戸期とくらべて、明治期における薬種輸入に関する先行研究は少ない

が、播磨章ーはこの問題について一連の論考を発表している（I九播磨は

明治大正期における中国産大黄の輸入について、金本位制の導入などの金

融制度の変化も考慮して、その数量や価格及び変動原因を考察した。薬種

貿易の動向を、金融制度のような交易環境の変化と関連して論じているこ

とは示唆に富む。さらに明治以降の華人商人による薬種輸入については、

？
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和田正広・翁其銀が、長崎「泰益号」商号の帳簿の実証分析により検討を

加え、華人商人が日本から中国への海産物の輸送船を利用し、その返り荷

として漢方薬を日本に回送し、さらに台湾にも再輸出したことを明らかに

している M 。帳簿史料の実証分析により華人商人のネットワークによる

薬種流通の過程を解明し、特に商号聞の交渉について詳細に分析している。

薬種には特別な計量法があり、取引方法も非常に複雑であるため、漢方薬

には特有な貿易慣行があった。それらは日本との貿易においても適用され

た。和田と翁はそれらの実態についても具体的に検討しており、参照価値

が高い。日中間の直接的な薬種貿易だけではなく、中国産薬種の日本経由

して台湾への中継貿易の実態も明らかにした、注目すべき成果といえよう。

輸入薬種圏内の流通・薬種商人に関する研究

海外から輸入された薬種は、貿易港を経て日本国内の流通体系に組みこ

まれた。江戸幕府は輸入商品の流通に対して、強い統制を加えており、輸

入薬種は国産薬種とは異なる流通体系をもっていた。こうした輸入薬種の

国内流通をめぐる研究も多く、特に幕府による流通統制や、そのもとでの

特権商人の商業活動などについて検討が進められている。

まず輸入唐薬種の国内市場で、の流通については、本庄栄次郎が、輸入薬

種の入札から、大坂への輸送、大坂市場における取引にいたる流れを分析

し、長崎から大坂を経て日本各地に薬種が供給される過程を明らかにして

し、る（15)

輸入薬種の流通過程については、今井修平も幕藩体制下における流通構

造の典型例として考察を加えている。幕府は「和薬改会所」の設立を契機

として、指定商人に集荷独占権をあたえ、和薬種と唐薬種の双方を統制販

売システムに編入し、それによって大坂を中心とする全国的な薬種の流通

構造が確定することになった。しかし国内流通の発展にともない、宝暦・

天明（1751～1789年）ごろから大坂を唯一の中心とした薬種流通構造は再編

成され、大坂に、堺と江戸を加えた三つの中心地を持ち、全国的な薬種流

通体制が発達していったという（同。このほかに羽生和子も、おもに薬理

学的な見地から、輸入唐薬種の概況と、それらの薬学的効用について論じ、

また江戸に運ばれた唐薬種の流通過程を検討して、近世日本における中国

医薬文化の受容の様態を考察している（17)

さらに深井甚三は、幕藩制的流通体制を動揺させることになった、非特

権的な薬種流通の実態について検討を加えている。深井は特に、近世の富

山売薬商人が、北前船の廻送を利用して北海道から薩摩に見布を送り、唐
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薬種の抜け荷を行っていたことを明らかにし、その実体を詳細に分析した。

あわせて北前船に関わった湊問屋や関連業者にも注目し、薩摩藩や富山薬

種商人などによる輸送組織や抜け荷の様態にも論究している（凶）。

輸入薬種の流通構造とその流通を担った商人についても検討が進められ

ている。本庄栄次郎は近世における薬種流通の中心地で、あった、大坂の道

修町における薬種仲間・問屋の沿革や変遷を通論し、取締の特徴や株の貸

借などから薬種経営の特殊性を強調した（ゆ）。また今井修平は、唐薬種・

和薬種のそれぞれについて、大坂の特権薬種商人たちが幕藩体制による統

制のもとで、独自の発展を求めていたと論じた。幕府は薬種中買仲間に特

権を与え、統制的な流通体制を構築するとともに、その安定のために、薬

種仲間に各種の制限も加えた。しかし中買仲間は、独自に私的利権も追求

する傾向もあり、幕府の統制は弱体化へと向かっていたという。近代日本

の大手製薬会社は、伝統的な薬種商人から発展したものが多いが、今井は

その転換の原動力が、近世段階で蓄積されていた可能性を指摘するのであ

る（20)0

一方、渡辺祥子は都市史研究の立場から、近世道修町の薬種商人団体の

経営実態の分析を試みている。渡辺は特に唐薬問屋の組織について詳細な

考察を行い、また薬種中買仲間の構成と取引方法を分析し、商人団体の経

営の具体像を提示した（21)0 このほかに成田真紀は道修町で阿片を取引し

た薬舗に注目し、近世日本における阿片製造についても論及している。た

だし道修町の薬種商人は多様な薬種を取り扱っており、そのなかで国産阿

片との関わりはごく限定的であったと思う（幻）。

外来薬種の国産化に関する研究

近世初期には、長崎貿易を通じて大量の輸入品が日本市場に流入し、そ

の代価としての膨大な金、銀や銅の海外流出が深刻な問題となっていった。

しかし17世紀から、日本国内では輸入物産の代替生産がしだいに進展して

ゆく（制。こうした輸入代替生産の一環として、幕府は近世初頭から薬種

の国産化を試みていた。特に18世紀前半の吉宗時代には、幕府や諸藩は財

政難に対処するため、本格的な薬種の国産化政策を進めている。薬草の調

査・栽培の奨励策が実施され、その結果として多くの薬種が生産され、ま

た薬種の鑑定技術も発達し、国産薬種の流通構造も整備されていった。こ

うした薬種国産化の過程については、おもに医薬史研究者によって多くの

研究が発表されているが、ここでは特に薬種の国産化政策や、その栽培技

術に関して、薬種貿易の問題と関わる論考を紹介することにしたい。
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( 1)薬種国産化の政策について

幕府による初期の薬草国産化政策に対しては、ミヒェル・ヴォルフガン

グがシーボルト記念館所蔵の「阿蘭陀草花鏡図Jの特徴と背景について考

察し、幕府が1660年代ごろから高価な薬草の国産化を企図していたことを

明らかにしている（則。また同氏は出島商館の薬剤師であったゴットフリ

ード・ヘック（GodefriedHaeck）による、長崎で、の薬草調査についても

検討を加え、幕府が薬種国産化のため、その調査を蘭館に要請していたこ

とを示した問。

さらに吉宗時代の薬種国産化政策については、大石学が本草学者により

薬草鑑定や朝鮮人参の栽培奨励が行われるとともに、「和薬改会所」の管

理体制が確立したことも、本草学の発展を促進したと指摘している（制。

一方、笠谷和比古は享保の改革における国益増進策の一環として、薬種の

自給が推進され、幕府が主導した政策のもとで、実際には広範な階層の人

々が社会的事業として薬種栽培に従事したと論じた（2九このほかに遠藤

正治や土井康弘による江戸期の本草学者に関する研究においても、享保の

改革において進められた、輸入薬種の栽培奨励政策の意義について論じて

し、る（お）。

吉宗時代の薬種の国産化政策としては、全国的な薬種調査の実施も重要

である。それを契機として、本草学ブームが全国に拡がり、幕府のみなら

ず、各藩の大名・医師・本草学者などがそれに従事するようになった。そ

の結果、本草学者の調査結果に基づき、多数の本草書が相次いで成立する

ことになったのである。高橋京子が指摘するように、享保年間の本草学の

特徴は、薬種の植物同定（29）することにあつた（30)

このような薬種調査の一環として、幕府は対馬や長崎唐人を通じて、海

外産薬種の調査を実施していた。対馬藩による朝鮮薬種の調査については、

田代和生が倭館を通じ行われた、享保年間における三回の調査を取り上げ、

その実態を詳細に考察している（31)0 また、長崎唐人を通じた中国薬草の

調査に関連して、磯野直秀は現存する『麿船持渡植物写生図』について、

それが享保年間に中国商人が長崎にもたらした調査図であると推定してい

る（32)
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上述のような薬苗・薬種の注文や薬草調査の成果をふまえて、亨保年間

以降、薬園の設立と薬種の栽培が実施されている。幕府が設立した小石川

植物園などのほか、諸藩が設立した薬園も多い。この時期に設置された各

地の薬園については、上田三平が薬園遺跡と文献の双方を調査して詳細に

紹介しており、そこで栽培された唐・和薬種についても、簡明に説明して

いる（制。また北村美子も、長崎博物館が所蔵する薬用植物の栽培に関す

る問答史料によって、長崎御薬園における薬種栽培の実態を検討し、そこ

で栽培された数種類の薬種について、中国における産地を明らかにしてい

る（制。さらに高橋京子も、奈良県森野の旧薬園に残された本草書の内容

を紹介するとともに、実地調査によって、江戸期にそこで行われた薬種栽

培の状況を検証している（制。高橋によれば、幕府は1729年（享保14）か

ら、唐薬種を中心とする外国産薬草の種苗を森野家に下付しており、明治

期になっても、森野薬園では薬種の育種・育苗・栽培が続けられていたと

いう。

また薬用人参・大黄・甘草・黄連・キナなどの汎用薬種の圏内栽培につ

いても、おもに薬理学の立場から、多くの論考が発表されている。とりわ

け薬用人参の国産化に関する論考は多いが、それらについては稿を改めて

紹介したい。甘草については、草野源太郎が山梨県の「甘草屋敷」に関連

して、文献史料により江戸期の甘草の栽培史を整理するとともに、原物の

植物学的な検証も行い、江戸期には海外から大量の甘草を輸入していたが、

後には国内各地でも甘草の栽培が発達していったことを示した（制。また

伊沢一男も、やはり山梨県の「甘草屋敷」に関して、現地産の甘草と中国

産甘草の標本を比較して、それらが同種であることを示し、当地で栽培さ

れていた甘草は、 16世紀初頭に遣明僧によつて明朝からもたらされた福リ、卜、｜ 

種で、あつたと推定している（37)

黄連については、笹p影雅幸など本草書の記載により、日本産．中国産黄

連の植物学的な実態、を示すとともに、成分分析の実験により江戸期におけ

る日本産黄連の品質を検証し、良質な日本産黄連が中国にも輸出されてい

たことを指摘する（則。キナについては、南雲清二など明治初期に日本本

土におけるキナの国産化が図られ、その試みは失敗したものの、その後は

台湾でキナ栽培が導入され、大正時代には大規模栽培に成功したと論じて

いる（制。さらにアヘンについては、成田真紀など阿片の原産地・植物学

的記録・薬用の歴史を概観するとともに、日本でのアヘン導入や栽培の実

態についても検討を加えた（40)0 また服部昭は、日本における樟脳の利用

と生産の過程を考察した、一連の論考を発表している（41)
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このほかにも各種の汎用薬種の薬史学的な研究において、その栽培史に

ついて略論した文献も多いが、ここでは省略する。近年では、日本におけ

る漢方薬製剤の原料は主に海外からの輸入品に依存しているが ω、一方

で医薬業界では日本国内での薬種生産史をめぐる関心も高く、医学史・薬

学史の立場から多数の論考が発表されている。今後はこうした個別薬種の

生産史を、東アジア間貿易の全体的な状況のなかに位置づけていくことが

必要であろう。

日本からの薬種輸出

近世中期以降、日本国内での薬種栽培が拡大するとともに、日本産薬種

の一部は、国内市場に供給されるだけではなく、長崎会所を通じて、中国

市場にも輸出されるようになっていった。中国産薬種の輸入増大に加え、

日本産薬種の輸出開始により、近世中後期の日中貿易に占める薬種の比重

はさらに増大することになった。ただし従来の薬種貿易に関する研究では、

おもに海外産薬種の輸入が注目され、日本産薬種の海外輸出について論じ

たものは限られている。

日本産薬種の輸出に関する代表的な先行研究としては、小山伸幸の論考

がある。小山は幕末維新期において、諸藩で生産された薬用人参が長崎へ

廻送されるまでの流通構造とその変化を、地方金融資本の成長にも着目し

て解明した（必）。小山は別稿でも、人参の生産が各藩に拡大するとともに、

元来は輸入品で、あった人参が、長崎会所を通じて清中国に輸出されるよう

になったことを明らかにしている（4九地方における「国益J（各藩の利益）

の追求にもとづく輸入代替生産の発達は、中央市場の求心制を弱体化させ、

従来の幕藩的な流通系統を動揺させる一要因になったという。

また西垣昌欣は、文化（1804～1818）年間における「人参座用意金」の運

用について、特に「長崎屋」の役割を中心に考察している。長崎屋とは、

長崎会所が江戸に設けた貿易窓口である。西垣は長崎屋の日常的経営を分

析し、その機能のーっとして、輸出向けの朝鮮人参の中継点として、産地

から集荷した人参を、長崎会所に送荷していたことを明らかにした ω。

なお薬用人参については、戦前に刊行された今村鞘『人参史』が、膨大な

史料を博捜して、その生産や流通、国産化の進展などについて詳細に論じ

ており、現在でも基本文献となっている（制。このほかに各地における朝

鮮種人参生産の事例研究としては、熊田一任7）が下野を、小村弐（必）が出雲

を対象として、それぞれ専著を刊行した。
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また樟脳については、鈴木康子が日蘭貿易史研究の一環として、オラン

ダ東インド会社の商業史料を分析して、長崎貿易による樟脳の輸出状況を

論じている（叫。近世日本における樟脳生産は、おもに薩摩藩の事業とし

て行われ、オランダ東インド会社を通じて、ヨーロッパ市場に輸出され、

幕末には、その利益は薩摩藩による海軍創設の重要な資金源ともなったと

いう。さらに日清戦争後は、日本は植民地とした台湾で大規模な樟脳生産

を推進し、日本は世界最大の樟脳生産国となった。台湾における樟脳の生

産・輸出に関する研究は多いが、ここでは省略する。

考察と展望

以上、本稿では近世から近代初期にかけての、海外産薬種の輪入、その

国内市場での流通、海外産薬種の国産化、そして日本産薬種の海外への輸

出に関する研究を紹介してきた。それらのなかには、貿易史・商業史だけ

ではなく、薬学史・医学史の立場から行われた研究も多く、全体として、

海外に由来する薬種の生産・流通に関する多くの事情が明らかにされてき

た。ただし従来の研究では、なお十分に論究されておらず、今後の研究の

進展が期待される問題も多い。

第一に、薬種の輸出入に関する研究では、おもに海外産薬種の日本への

輸入に注目が集まり、日本産薬種の海外への輸出についての研究は、なお

限られている。また海外薬種の輸入は、海外貿易史一般に附随して論じら

れることが多く、輸入薬種の数量や種類、それらの変動については基礎的

な考察が行われているものの、薬種と他の輸入品との相違、薬種貿易特有

の状況、日中両国の国内市場との関連性についての研究は不十分である。

さらに国産薬種の海外輸出に関する研究では、もっぱら国内における生産

・供給が検討の対象とされ、薬種輸出の時代的変動や、海外市場における

流通や消費の実態については、ほとんど研究がなされていない。

第二に、近世日本における薬種輸入については、比較的多くの研究があ

り、特に近世の中後期には、輸入品に占める薬種の比重が増大し、関連す

る史料も多いため、重要な研究成果が蓄積されている。一方で明治期には、

日本産薬種の輸出が増加の傾向にあったにもかかわらず、近代の薬種貿易

に関する研究は、近世に比べて限られている。近世から近代初期にかけて

の、日本における海外薬種の輸入代替生産の発展から、国産薬種の海外輸

出の成長に至るプロセスを、長期的に検討することは、今後の重要な研究

課題であるといえよう。
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第三に、薬種の国産化については、医史学・薬史学の立場からの考察が

多い。それらの論考では、現代漢方における薬用植物の同定とも関連して、

植物学・本草学・博物学の知見から分析を加えている。その反面、このよ

うな医史学・薬史学的な研究と、貿易史・流通史の観点からの研究との連

携は十分とはいえない。しかしいうまでもなく、国家の貿易・流通政策や、

国内外の市場における社会経済の変動は、薬種の生産や消費にも大きな影

響をあたえており、植物学・本草学・博物学の観点からする薬種生産史研

究を、より広範な歴史学的文脈のなかに位置づけて論じていくことが重要

であろう。その一方で、薬種貿易史を研究するうえで、薬種の種類や特性

によって、輸出入の取り扱いも大きく異なり、名称や薬用方法の変遷も複

雑であるため、薬種貿易の研究のためには、医薬史学的な知識を有するこ

とが必要とされる。

全体として、従来の薬種貿易研究では、個別の薬種を対象として、多く

の実証研究が蓄積されてきたが、研究の重点は近世における海外薬種の輸

入、その国内市場での流通、及び国産化の過程にあり、近世から近代まで

を包摂した長期的な考察や、東アジア間貿易全体の動向のなかに薬種貿易

を位置づけるようなアプローチは、十分になされてこなかった。また貿易

史・流通史研究と、医薬史研究の交流も必ずしも活発ではなく、それぞれ

の分野における研究も細分化される傾向にある。今後は近世以降における

日本の薬種貿易を、輸入依存から輸入代替栽培へ、さらに海外輸出へとい

たる長期的な変容過程として長期的視点でとらえ、また日本国内における

生産や流通だけではなく、海外市場における流通や消費にも検討の範囲を

ひろげて、考察を進めていくことが必要であろう。
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